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核医学部門の診療と情報管理の実際を把握し，そ
こから顕われる医療情報管理の問題点を解決すべ
く，情報管理の必須要件に関するガイドラインを
提言することを目指した．本ワーキングループに
おける検討においては，Integrating the Healthcare

Enterprise (IHE) を含む種々の医療情報標準化技術
を考慮し，いくつも現存する医療情報の標準化の
体系の中で，核医学情報があるべき姿をなして確
かに位置づけられていくための戦略を明らかにす
ることを重視する立場をとった．

活動の進行と成果　平成 19 年度から二月に一度
程度の全体ミーティングないしは一部メンバーに
よる会合を開催し，現状の核医学部門の医療情報
の取り扱い実務に存在する問題点を明確化し，こ
れに対する解決法として，医療情報システム要件
や，医療情報システムを有効に活用する現場レベ
ルにおけるワークフロー改善についての検討を進
めた．これに併せる形で，現在さまざまな場所に
おいて輻輳的に策定が進められている医療情報の
標準化技術にあって，われわれが問題とする核医
学部門に関連するものについて，策定推奨される
範囲，考えられる策定手順などをまとめた．

背景と目的　「核医学情報の標準化ワーキンググ
ループ」 では，平成 19 年度から二年間の活動を
行ってきた．核医学の臨床現場で用いられる情報
の現状を把握し，今後標準化を進めていくための
問題点と解決への方向性を明らかにすることがそ
の目的である．
核医学部門において，医療情報の標準化は，つ

ねに重要なテーマであることは認識されつつも，
実際の着手が遅れているという現実がある．現代
の医療においては情報の共有が重要なテーマ性を
持っている．医療機関の受診スタイルとして複数
の専門病院にかかることも増え，病診連携，患者
への情報提供などの電子的な医療情報の流通への
社会的需要が高まり，また，医療制度面でも，特
定健診制度，医療費包括支払制度 (DPC) を含むレ
セプト改革など，医療情報の活用が前提となって
いる設計が目立つ．
こういった状況にもかかわらず，核医学に関す

る情報が，往々にして，他の領域とは異なった特
殊なものとして，放射線部門全体ないし病院全体
の医療情報管理と整合性を図らずに放置されてい
るケースは多い．このことは大いに憂慮すべきで
ある．
本ワーキンググループでは，参加する 5 大学の
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具体的成果　ワークフローについては 5 大学 (埼
玉医科大学，関西医科大学，大阪大学，大阪市立
大学，北里大学) において共通および共通でない
実務手順，画像システムスペキュレーション，臨
床ワークフロー分析を行い，これについては，平
成 19 年秋の仙台における第 47 回日本核医学会学
術総会においてワーキンググループ報告および同
報告とは独立して行った行事において発表した．
また，情報管理の必須要件を整理したガイドライ
ンとしての策定項目案を提示し，これを同学会お
よび平成 20 年春の日本医学放射線学会総会，平
成 20 年秋の第 48 回日本核医学会学術総会のワー
キンググループ報告において発表した．

成果の発表　本ワーキングループで作成した核医
学部門における医療情報管理の必須要件の推奨ガ
イドラインについては，日本核医学会機関誌 Ann

Nucl Med に投稿を予定し，現在その作業中であ
る．表 1 にその項目 （案） を示す．

まとめ　日本核医学会として，今後医療情報の標
準化およびその運用に関する問題はより重要性が
増してくることは確実なものと思われる．現段階
でワーキンググループによる検討としてまとめた
この戦略ガイドラインが，さらに大きな枠組みで
議論されて昇華され，核医学の将来の発展に寄与
することを強く願うものである．

表 1

核医学情報の取り扱いガイドライン　目次 （案）

0. 背景とワーキンググループ設立およびその
ミッション

1.　核医学情報の現状分析
1.1　核医学情報の特殊性
1.2　核医学情報の取り扱われ方の現状
1.3    臨床的要請の整理
1.4　フリーソフトに関する問題点

2.　核医学情報取り扱いガイドライン
2.1　オーダーまとめ方に関する推奨
2.2　画像容量，原本，取り扱い範囲に関する

推奨
2.3　フリーソフトに関する推奨
2.4　現状是認型システム構築

                (one to one order)

2.5　現状否定型システム構築
                （新規構築ガイドライン）

3.　将来の方向性
3.1　JJ1017NM

3.2　核医学情報の特性を生かしたシステムに
ついて

4.　結語


